
日程 講師

9:00 ～ 9:30 事務局

１．個人の尊厳と自立
２．医療の倫理
３．利用者や家族の気持ちの理解、説明と同意

11:10 ～ 12:10 1.0 １．保健医療に関する制度

13:10 ～ 13:40 0.5 ２．医療的行為に関する法律
13:40 ～ 14:10 0.5 ３．チーム医療と介護職員との連携

14:30 ～ 16:30 2.0 安全な療養生活 １．喀痰吸引や経管栄養の安全な実施
9:00 ～ 11:00 2.0 安全な療養生活 ２．救急蘇生法

11:10 ～ 11:40 0.5 １．感染予防
11:40 ～ 12:10 0.5 ２．介護職の感染予防

13:10 ～ 13:40 0.5 ３．療養環境の清潔、消毒法
13:40 ～ 14:40 1.0 ４．滅菌と消毒

14:50 ～ 15:50 1.0 １．身体・精神の健康

16:00 ～ 17:30 1.5 ２．健康状態を知る項目（バイタルサインなど）
9:00 ～ 9:30 0.5 健康状態の把握 ３．急変状態について
9:30 ～ 11:00 1.5 １．呼吸のしくみとはたらき

11:10 ～ 12:10 1.0 ２．いつもと違う呼吸状態

13:10 ～ 14:10 1.0 ３．喀痰吸引とは

14:20 ～ 15:20

15:30 ～ 16:30

16:40 ～ 17:40 1.0 ５．子どもの吸引について

9:00 ～ 9:30 0.5
６．吸引を受ける利用者や家族の気持ちと対応、
  説明と同意

9:30 ～ 10:30 1.0 ７．呼吸器系の感染と予防（吸引と関連して）

10:40 ～ 11:40 1.0 ８．喀痰吸引により生じる危険、事後の安全確認

12:40 ～ 13:40

13:50 ～ 14:50

15:00 ～ 16:00 1.0 ３．喀痰吸引にともなうケア

16:10 ～ 17:10 1.0    ４．報告及び記録

１日目
Web配信
６月18日

(木)
５.5時間

オリエンテーション（Web配信講義の進め方）

9:30 ～ 11:00 1.5 人間と社会

介護労働安定センター広島支部 喀痰吸引等研修(第二号研修) カリキュラム【広島会場】
【研修期間】  令和 ８年 ６月 18日 ～ 令和 ９年 ２月 28日
❖ Web配信 講 義(６日間 38.0時間 必要受講総時間）zoom 同時双方向型配信研修

❖ 対 面  講 義(２日間 12.0時間）＋試験・演習（３日間 計15時間）
研修時間 内容

久保田 あけみ

（総時間6時間30分）

10分

保健医療制度と
チーム医療

60分

２0分

 久保田 あけみ

（総時間7時間10分）

10分

60分

2.0 ９．急変・事故発生時の対応と事前対策

10分

健康状態の把握10分

３日目
Web配信
7月 2日

(木)
7.0時間

 久保田 あけみ

（総時間7時間４0分）
高齢者及び障害児・者の

「喀痰吸引」概論

10分

60分

10分

2.0

10分

10分

高齢者及び障害児・者の
「喀痰吸引」実施手順解説

10分

２日目
Web配信
6月26日

(金)
７.０時間

 久保田 あけみ

（総時間7時間30分）

10分

清潔保持と感染予防60分

４．人工呼吸器と吸引10分

10分

４日目
Web配信
7月 9日

(木)
6.5時間

高齢者及び障害児・者の
「喀痰吸引」概論
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介護労働安定センター広島支部 喀痰吸引等研修(第二号研修) カリキュラム【広島会場】
【研修期間】  令和 ８年 ６月 18日 ～ 令和 ９年 ２月 28日
❖ Web配信 講 義(６日間 38.0時間 必要受講総時間）zoom 同時双方向型配信研修

❖ 対 面  講 義(２日間 12.0時間）＋試験・演習（３日間 計15時間）

日程 講義
時間

講師(敬称略）
9:00 ～ 10:30 1.5 １．消化器系のしくみとはたらき

10:40 ～ 11:40 1.0 ２．消化・吸収とよくある消化器の症状

12:40 ～ 13:40 1.0 ３．経管栄養法とは

13:50 ～ 14:50 1.0 ４．注入する内容に関する知識

15:00 ～ 16:00 1.0 ５．経管栄養実施上の留意点

16:10 ～ 17:10 1.0 ６．子どもの経管栄養について
9:30 ～ 10:30 1.0 ７．経管栄養に関する感染と予防

10:40 ～ 11:10 0.5
８．経管栄養を受ける利用者や家族の気持ちと対応、
  説明と同意

11:10 ～ 12:10 1.0 ９．経管栄養により生じる危険、注入後の安全確認

13:10 ～ 14:10 1.0 10．急変・事故発生時の対応と事前対策

14:20 ～ 15:20 1.0 ３．経管栄養に必要なケア

15:30 ～ 16:30 1.0 ４．報告及び記録

9:30 ～ 10:30 1.0
１．喀痰吸引で用いる器具・器材とそのしくみ、
  清潔の保持

10:40 ～ 11:40 1.0

12:40 ～ 14:10 1.5

14:20 ～ 15:50 1.5

16:00 ～ 17:00 1.0

9:30 ～ 10:30 1.0
１．経管栄養で用いる器具・器材とそのしくみ、
  清潔の保持

10:40 ～ 11:40 1.0

12:40 ～ 13:40 1.0

13:50 ～ 15:20 1.5

15:30 ～ 17:00 1.5

会場:ＪＤＳ八丁堀ビル６階 会議室  広島市中区八丁堀7-2
研修時間 内容

６日目
Web配信
7月24日

(金)
5.5時間

高齢者及び障害児・者の
「経管栄養」概論

 久保田 あけみ

（総時間6時間）

10分

60分

10分

高齢者及び障害児・者の
「経管栄養」実施手順解

説
10分

５日目
Web配信
7月16日

(木)
6.5時間

高齢者及び障害児・者の
「経管栄養」概論

久保田 あけみ

（総時間7時間10分）

10分

６0分

10分

10分

10分

８日目
対面講義
9月 3日

(木)
6.0時間

高齢者及び障害児・者の
「経管栄養」実施手順解
説

 丸山 宏修

補助講師 久保田あけみ

（総時間6時間30分）

10分

   ２．経管栄養の技術と留意点
    ①胃ろうまたは腸ろうによる経管栄養
    ②半固形化栄養剤による胃ろう（腸ろう）の
     経管栄養
    ③経鼻経管栄養

60分

10分

10分

７日目
対面講義
9月 2日

(水)
6.0時間

高齢者及び障害児・者の
「喀痰吸引」実施手順解

説

丸山 宏修

補助講師 久保田あけみ

（総時間6時間30分）

10分

   ２．吸引の技術と留意点
    ①口腔内（通常手順）
    ②鼻腔内（通常手順）
    ③気管カニューレ内部（通常手順）

６0分

10分

10分
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介護労働安定センター広島支部 喀痰吸引等研修(第二号研修) カリキュラム【広島会場】
【研修期間】  令和 ８年 ６月 18日 ～ 令和 ９年 ２月 28日
❖ Web配信 講 義(６日間 38.0時間 必要受講総時間）zoom 同時双方向型配信研修

❖ 対 面  講 義(２日間 12.0時間）＋試験・演習（３日間 計15時間）

日程 講義
時間

講師(敬称略）

※ 担当講師は都合により変更の可能性があります。

日程 講義
時間

講師(敬称略）

9:30 ～ 10:00 0.5 オリエンテーション 筆記試験に関してオリエンテーション

10:10 ～ 11:10 1.0 筆記試験 筆記試験

11:20 ～ 12:20 1.0 救急蘇生法演習

12:30 ～ 13:00 0.5 オリエンテーション 今後の件に関してオリエンテーション  久保田 あけみ

13:45 ～ 14:45 1.0 補講（自習）

15:00 ～ 16:00 1.0 再筆記試験

❖ 対面講義 演 習(12時間）  会場:ＪＤＳ八丁堀ビル６階 会議室  広島市中区八丁堀7-2
日程 講師

研修時間 内容

補講日
  ＜補講＞
欠席者が発生した場合、必要時間数の補講を実施する。

再試験予備
対象者:筆記テストで不合格となった者のうち、７割
以上の得点した者

久保田 あけみ

(事務局）
15分

研修時間 内容

講師調整依頼

会場:ＪＤＳ八丁堀ビル６階 会議室  広島市中区八丁堀7-2
研修時間 内容

9日目
対面講義
9月 5日

(土)
3時間

 久保田 あけみ

(事務局）

（総時間3時間30分）

１０分

10分

10分

1日目
9月17日

(木)
6.0時間

2日目
9月18日

(金)
6.0時間

9:30 ～ 17:10
 (内各日 6時間）

9:30-10:30(60分)
   行為①

10:40-11:40(60分)
   行為②

12:40-13:40(60分)
   行為③

13:50-14:50(60分)
   行為④

15:00-16:00(60分)
   行為⑤

16:10-17:10(60分）
   行為⑥

   総合講評

演習については、１グループあたりの受講者数は5人以内とし、演習指導講師を
１人以上配置し、１日につき最大3グループで実施。

 ＜特定行為＞
 ○口腔内の喀痰吸引 ５回以上
 ○鼻腔内の喀痰吸引 ５回以上
 ○気管カニューレ内部の喀痰吸引 ５回以上
 ○胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（滴下型）５回以上
 ○胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（半固形の栄養剤）５回以上
 ○経鼻経管栄養 ５回以上

※ 実地研修の指導看護師には、上記いずれかの日時に参加していただきます。
  参加日につきましては、開講後にお伝えいたします。

 久保田 あけみ
 丸山 宏修

 竹之上 加奈子

（総時間6時間40分）
2日間

13時間２0分
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介護労働安定センター広島支部 喀痰吸引等研修(第二号研修) カリキュラム【広島会場】
【研修期間】  令和 ８年 ６月 18日 ～ 令和 ９年 ２月 28日
❖ Web配信 講 義(６日間 38.0時間 必要受講総時間）zoom 同時双方向型配信研修

❖ 対 面  講 義(２日間 12.0時間）＋試験・演習（３日間 計15時間）

❖ 実地研修 （場所:各自所属する法人等）

❖ 修了日  （修了日までに、必ず実地研修実施にかかわる報告書等を提出してください）

        2月28日 (日) までの間

❖ 修了証明書の発行
         修了日から、概ね２週間以内に発送します。

9月25日（金）～2月28日（日）

（概ね4日～20日）

自らが所属する法人等の実地研修機関で実地研修を実施していただきます。
（各実地研修機関の担当講師がマンツーマンで指導）

実地研修指導看護師

《たん吸引》

○口腔内の喀痰吸引 １０回以上

○鼻腔内の喀痰吸引 ２０回以上

○気管カニューレ内部の喀痰吸引 ２０回以上

《経管栄養》

○胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（滴下型）２０回以上
（胃ろう又は腸ろうによる経管栄養において滴下型の実施は必須です。）

○胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（半固形の栄養剤）２０回以上

○経鼻経管栄養 ２０回以上

日程 内容
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